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１ 平成20年度総務局予算要求総括表 

 

 【一般会計】 

 
（単位：百万円） 

区 分 

平成19年度 

予 算 額 

Ａ  

平成20年度 

要 求 額 

Ｂ  

増▲減額 

Ｂ－Ａ 

増減率 

（Ｂ－Ａ）／Ａ 

市 政 推 進 部 
２３ 

(２３) 

２２ 

(２２) 

▲１ 

（▲１） 

▲３．８％ 

（▲３．８％） 

行 政 部 
１，９７８ 

(１，７６３) 

１，７０２ 

(１，６１８) 

▲２７５ 

（▲１４６） 

▲１３．９％ 

（▲８．３％） 

秘 書 部 
７６ 

(７６) 

６１ 

(６１) 

▲１５ 

（▲１５） 

▲１９．５％ 

（▲１９．１％） 

広 報 部 
８３６ 

(７６１) 

８４２ 

(７６５) 

６ 

（４） 

０．７％ 

（０．５％） 

国 際 部 
５１６ 

(４５８) 

５０４ 

(４４６) 

▲１２ 

（▲１１） 

▲２．３％ 

（▲２．５％） 

職 員 部 
１０４，９８７ 

(１０４，３１６) 

１０４，８６０ 

(１０４，１５７) 

▲１２７ 

（▲１５９） 

▲０．１％ 

（▲０．２％） 

東 京 事 務 所 
９８ 

(９６) 

９５ 

(９３) 

▲３ 

（▲３） 

▲２．８％ 

（▲２．８％） 

オンブズマン事務局 
４９ 

(４９) 

４０ 

(４０) 

▲９ 

（▲９） 

▲１８．５％ 

（▲１８．５％） 

合  計 
１０８，５６４ 

(１０７，５４１) 

１０８，１２７ 

(１０７，２０３) 

▲４３６ 

（▲３３９） 

▲０．４％ 

（▲０．３％） 

※１（  ）内は一般財源額 

※２ この資料中の金額は、各計数ごとの四捨五入で表示しています。したがって、内訳

と累計値とは一致しない場合があります。 

※３ 職員部には一般会計職員の人件費を含みます。 
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２ 20年度予算要求にあたっての基本的考え方 

  

札幌市の財政状況は、長引く景気の低迷の影響などにより、依然厳しい状況にありま

す。また、一方では、社会構造の変化や多様化する市民の価値観などに対応するため、

行政需要はますます拡大しています。 

そこで総務局では、本年度実施した行政評価の結果や行財政改革プランの内容を踏ま

え、市民の視点で、より効率的な市政運営を行っていくことを念頭におき、以下の役割

を十分に果たすための予算を要求することとします。 

 

 １ 市長・副市長などのリーダーシップの発揮を補佐する        

 

 

 

 

 ２ 広聴･広報や情報公開､ｼﾃｨ PRなど､市民及び国内外への情報発信を行う 

 

 

 

 

 

 ３ 人事､研修､組織､事務管理の総括など、内部管理的な業務を行う    

 

 

 

 

 

○ 市全体のマネジメント体制を充実・強化することによって、成果志向にたっ

た、より効率的な市民本位の市政運営を行っていくため、経営層のリーダー

シップの発揮を補佐する。 

○ 市民主体のまちづくりを進めるため、市政に関する情報をよりわかりやすく

提供するとともに、市民意見の政策反映を推進する。 
 
○ 札幌市を代表して、国内外にわたる応対、連携、ＰＲを行う。 

○ 厳しい財政状況に対応すること、また、安定した市民サービスを提供するた

め、今まで以上に内部効率化に取り組んでいくとともに、市民が主役のまち

づくりを実現するための環境づくりを行う。 
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３ 予算要求の重点事項 
 
 
 

   子どもたちが国際交流体験などを通して、未来に夢を持ち、個性や能

力を発揮し、心身ともに健やかに育つ環境づくりを推進する。 

 

 

 

 

ア アジア学生交流事業（国際部）                    １百万円【新規】 

国が実施する「21世紀東アジア青少年大交流計画」に合わせて、本市の
独自事業として、札幌に訪れるアジアの学生たちと、市民レベルの交流を

進め、国際理解を深めるための市民交流事業を行う。   

【達成目標】 

    市民交流事業等参加者数   H18：０人→H22：５００人 

【20年度効果】 

+２００人（H19：０人→H20：２００人） 

 

 
 

   ＩＴやコンテンツ、バイオなど新産業の育成・拡大を目指し、首都圏

で企業間マッチングや商談を進め、市内企業の販路拡大を支援する。 

 

 

 

 

(1) 子どもを生み育てやすく、健やかにはぐくむ街 

１ 未来を担う子どもが健やかに育つ環境の充実 

           １百万円（０） 
注：（ ）内は19年度予算額 

 

(2) 主体的な活動が生まれ、経済の活力みなぎる街 

１ 札幌らしい新産業の育成と企業の誘致 

           １１百万円（１０百万円） 
注：（ ）内は19年度予算額 
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ア 首都圏ビジネスチャンス拡大支援事業（東京事務所）     １１百万円 

東京事務所を市内企業のビジネス拠点として開放するとともに、首都圏

事業とのネットワークの構築を進めながら、マッチング等販路拡大を支援

する。   

【達成目標】 

    支援事業への首都圏参加企業数  H18：９４社→H22：２００社 

【20年度効果】  

＋２０社（H19：１００社→H20：１２０社）  

【達成目標】 

ビジネスラウンジ利用者数    H18：３２３人→H22：５００人 

【20年度効果】  

＋４０人（H19：３６０人→H20：４００人） 

 
 
 

 地球温暖化などの地球環境問題について、世界の冬の都市が集まり、

学びあい、先進的な取り組みなどを世界に発信し、アピールする。 

 

 
 
 
ア 世界の冬の都市市長会関連事業（国際部）                  ６百万円 

「快適な冬のまちづくり」を目指した世界冬の都市市長会の実務者会議

をカナダ・プリンスジョージ市で開催し、第１４回市長会議（２０１０年

同市開催予定）の開催計画を協議するとともに、冬の都市環境問題小委員

会で地球環境問題について協議する。  

(3) 安全・安心で、人と環境にやさしい街 

１ 地球環境問題への対応と循環型社会の構築 

           ６百万円（１６百万円） 
注：（ ）内は19年度予算額 
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   札幌の歴史を後世に伝える資料を保存・活用し、歴史や文化を享受で

きる環境を整備するとともに、新たな都市の魅力づくりを進め、それら

の魅力を国内外へ発信することにより、観光やコンベンションの一層の

振興を図る。 

 

 

 
 

ア 公文書館整備基本構想策定事業（行政部）        ２百万円【新規】 

重要な価値を有する公文書などを収集・保存し市民の利用に供する公文

書館の整備基本構想策定に着手します。   

 

 
 
 
 

ア 「ミュンヘン・クリスマス市inSapporo」開催費負担（国際部）  

  １０ 百万円 

大通公園を会場にドイツのクリスマスグッズや飲食物などを市民及び観

光客に提供し、ミュンヘンの文化紹介を実現する「ミュンヘン・クリスマ

ス市 inSapporo」実行委員会に対し、負担金を交付する。 

【達成目標】 

    来場者数      H18：４４．６万人→H22：５０万人 

【20年度効果】 

+１．３万人（Ｈ19：４６万人→H20：４７．３万人） 

 

(4) 文化の薫る、都市の魅力が輝き、にぎわう街 

１ 札幌の特色を活かした文化芸術の振興 

           ２百万円（０） 
注：（ ）内は19年度予算額 

 

２ 新たな集客交流資源の創出と魅力の発信 

           ８５百万円（３４百万円） 
注：（ ）内は19年度予算額 
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イ アジア学生交流事業（国際部）              １百万円【再掲】 

国が実施する「21世紀東アジア青少年大交流計画」にあわせて、本市の
独自事業として、札幌に訪れるアジアの学生たちと、市民レベルの交流を

進め、国際理解を深めるための市民交流事業を行う。   

【達成目標】 

    市民交流事業等参加者数   H18：０人→H22：５００人 

【20年度効果】 

+２００人（H19：０人→H20：２００人） 

ウ 首都圏シティＰＲ事業（東京事務所）           ２２ 百万円 

札幌への観光客及び教育旅行などの誘致促進を図るため、首都圏におい

て、公共交通機関や各種情報誌などのメディアを活用した広告掲出やイベ

ントの開催などシティＰＲを行う。   

【達成目標】 

    集客イベントの集客人数  H18：７．１万人→H22：７．５万人  

【20年度効果】 

＋０．１万人（H19：７．２万人→H20：７．３万人） 

エ 北海道洞爺湖サミット開催関連事業       １５９百万円【新規】 

（※ うち総務局国際部要求分 ５２百万円） 

北海道洞爺湖サミット開催に合わせて、札幌市のＰＲを積極的に行うほ

か、道民会議等を通じた開催支援やサミット関連プログラムの運営支援を

行う。 
また、市民のサミット受け入れ機運を盛り上げるとともに、国際理解を

深めるための各種セミナーなども開催する。   
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４ 事務事業の見直し等 
◎内部効率 

■一般事務費の節約や、効率的な執務による時間外勤務手当等の抑制 
＜見直し額１０１百万円＞ 

■所管施設の維持管理業務の見直しによる経費節減 
＜見直し額５１百万円＞ 

■市長公館の閉館など              ＜見直し額１４百万円＞ 

 

◎サービス水準など 

■本庁舎駐車場の土・日・祝日の無料開放の廃止  ＜見直し額 ６百万円＞ 

駐車場の土・日・祝日の無料開放を廃止し、イベントスペースとして

活用 

■天神山国際ハウスの運営休止          ＜見直し額４６百万円＞ 

      


